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講義

必修

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法

と基準

教科書等

科目

酵素工学 後期

担当

授業計画

　　授業の概要

酵素工学は，生物のみが作り得る触媒である酵素を工業製品の生産に利用することを目的とした学問である。その一方

で，酵素は各種疾患の原因でもあり，その阻害剤の開発は医薬品の中核を成しており，さらに，その高い基質特異性や反

応特異性により分析試薬としても利用されている。本講義では，酵素の構成成分やその物理化学的性質などの基本的な内

容を取り扱うと同時に，酵素の生産法，酵素を用いた工業(医薬)製品の生産，および診断薬としての酵素利用の現状を紹

介・説明する。最後に，酵素は生体内で最も多いタンパク質であり利用価値も高いことから，本講義を通じて，タンパク質の

基本的知識を始め，酵素タンパク質の取り扱い法や分析法の基本的事項にも精通していただきたい。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

後藤 孝信

物質工学科 Ｅｎｚｙｍｉｃ ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ １履修単位 ＧＯＴＯ Ｔａｋａｎｏｂｕ

５年

本校学習・教育目標（本科の

み）

プログラム学習・教育目標

（プログラム対象科目のみ）

実践指針

（専攻科のみ）

1． 物質工学分野の専門展開科目として，酵素と化学触媒の違い(酵素反応の特徴)を説明できること。

2． 酵素の構成成分，およびその構造や物性について説明ができること。

3．酵素の製造方法(生体からの単離方法)について，その基本的原理が説明できること。

4．産業界における酵素の利用について，幾つか例を挙げて説明できること。

酵素の化学 酵素の生合成とその調節機構

オリエンテーション 講義の概要，評価方法と基準などの説明と酵素とは

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

酵素の化学 酵素化学の基本用語(分類，特異性，至適ｐH，至適温度，活性単位)

酵素の化学 酵素反応速度論(Km，Vmaxの説明と求め方)と酵素の触媒機構(キモトリプシンのプロトンリ

レー)
酵素の化学 酵素の阻害

酵素の応用 糖質(主にデンプン)の加工と製造

後期中間試験

酵素の製造 酵素の分画とカラムクロマトグラフィーによる分離

酵素の製造 タンパク質量の測定方法と電気泳動法

酵素の製造 酵素タンパク質の一次構造の解析

酵素の応用 酵素の固定化とバイオリアクター

酵素の化学 補酵素とのその役割

酵素の製造 組織の破壊方法，酵素の抽出方法

酵素の応用 タンパク質，アミノ酸，油脂の加工と製造

酵素の応用 医薬品の製造と臨床検査分析関連

学末試験

答案の返却と解説 授業アンケート

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

酵素の科学， 藤本大三郎著， 裳華房

１．酵素の構成成分，化学構造，物理化学的性質，そして，酵素の基本的用語の理解度，２．酵素が

触媒する化学反応とそのメカニズム，および阻害剤や補酵素の名称とその役割の理解度，３．酵素

の分離分析法やその応用に関する基本的な項目について，後期中間試験と学年末試験を行ない，

両試験の平均点が60点以上を合格とする。



ㅮ⩏

ᚲಟ

┠ᶆ ㄝ᫂
䕿 1

2
3
4
5

➨1ᅇ

➨2ᅇ

➨3ᅇ

➨4ᅇ
➨5ᅇ
➨6ᅇ
➨7ᅇ
➨8ᅇ
➨9ᅇ
➨10ᅇ
➨11ᅇ
➨12ᅇ
➨13ᅇ
➨14ᅇ
➨15ᅇ
➨16ᅇ
➨17ᅇ
➨18ᅇ

ホ౯᪉ἲ
䛸ᇶ‽

ᩍ⛉᭩➼

䚷䚷ᤵᴗ䛾ᴫせ

19ୡ⣖䛾⏘ᴗ㠉࿨௨㝆䚸⛉Ꮫᢏ⾡䛾ᛴ㏿䛺Ⓨᒎ䛸ඹ䛻⎔ቃၥ㢟䛜㢧ᅾ໬䛧䛶䛝䛶䛔䜛䚹≉䛻㏆ᖺ䛾⇿Ⓨⓗ䛺ேཱྀ䛾ቑ
ຍ䚸⏕άỈ‽䛾㧗ᗘ໬䛿Ⳙ኱䛺䜶䝛䝹䜼䞊ᾘ㈝䜢ᚲせ䛸䛧䚸▼Ἔ䚸ኳ↛䜺䝇䚸㣗ᩱ䛺䛹䛾㈨※䛾ᯤῬ䚸ᆅ⌫ ᬮ໬䛻௦⾲
䛥䜜䜛ᆅ⌫つᶍ䛾⎔ቃၥ㢟䜈䛸ᗈ䛜䜚䜢ぢ䛫䛶䛔䜛䚹≀㉁ᕤᏛ䜢Ꮫ䜆໬Ꮫ䞉⏕≀⣔䛾Ꮫ⏕䛜⎔ቃၥ㢟䜔⎔ቃᢏ⾡䛻ᑐ䛧
䛶ṇ䛧䛔▱㆑䛸ㄆ㆑䜢ᣢ䛴䛣䛸䛿㠀ᖖ䛻㔜せ䛷䛒䜚䚸ᮏᤵᴗ䛷䛿⎔ቃ䛸໬Ꮫᮦᩱ䛾㛵㐃ཬ䜃䚸⎔ቃ⛉Ꮫ䛾᪉ྥᛶ䛻㛵䛩䜛
ᇶ♏▱㆑䜢⩦ᚓ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸⮬䜙䛜⎔ቃᢏ⾡䜈䛾⛉Ꮫⓗ▱ぢ䜢㧗䜑䚸ពぢල⏦䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛩䜛䚹

ᖹᡂ26ᖺᗘ䚷἟ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ䝅䝷䝞䝇

ᒣ⏣♸୍㑻

≀㉁ᕤᏛ⛉ Environmental Engineering 1Ꮫ⩦༢఩䠄ㅮ⩏
30+⮬Ꮫ⮬⩦15䠅

YAMADA Yuichiro

䠑ᖺ

⛉┠

⎔ቃᕤᏛ ᚋᮇ

ᢸᙜ

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁10/2 ᤵᴗᴫせ䞉┠ᶆ䚸䝇䜿䝆䝳䞊䝹䚸ホ౯᪉ἲ䛸ᇶ‽䚸⎔ቃᕤᏛ䛾఩⨨䛵䛡

䚷䚷ᤵᴗ┠ᶆ

ᢏ⾡⪅䛾♫఍ⓗᙺ๭䛸㈐௵䜢⮬ぬ䛩䜛ែᗘ
⮬↛⛉Ꮫ䛾ᡂᯝ䜢♫఍䛾せㄳ䛻ᛂ䛘䛶ᛂ⏝䛩䜛⬟ຊ
ᕤᏛᢏ⾡䛾ᑓ㛛ⓗ▱㆑䜢๰㐀ⓗ䛻ά⏝䛩䜛⬟ຊ
㇏䛛䛺ᅜ㝿ឤぬ䛸䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ
ᐇ㊶ⓗᢏ⾡⪅䛸䛧䛶ィ⏬ⓗ䛻⮬ᕫ◊㛑䜢⥅⥆䛩䜛ጼໃ

ᮏᰯᏛ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ
䠄ᮏ⛉䛾䜏䠅

䝥䝻䜾䝷䝮Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ
䠄䝥䝻䜾䝷䝮ᑐ㇟⛉┠䛾䜏䠅

ᐇ㊶ᣦ㔪
䠄ᑓᨷ⛉䛾䜏䠅

䠍䠊බᐖ䞉⎔ቃởᰁ䛻䛴䛔䛶䚸䛭䛾ᴫせ䛸㜵Ṇ⟇䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛
䠎䠊ᆅ⌫ ᬮ໬䛻䛴䛔䛶䚸 ᬮ໬⌧㇟䛾⛉Ꮫⓗㄝ᫂䚸䛭䛾㜵Ṇ⟇䛾ᚲせᛶ䛻䛴䛔䛶ㄝ᫂䛜䛷䛝䜛
䠏䠊䜶䝛䝹䜼䞊㈨※ၥ㢟䛻䛴䛔䛶ㄝ᫂䛜䛷䛝䜛
䠐䠊⎔ቃ⛉Ꮫ䠄⎔ቃ䛾⌧≧䚸䜸䝌䞁ᒙ䛾◚ቯ䚸ᆅ⌫ ᬮ໬䚸㓟ᛶ㞵䚸᳃ᯘ䛾ῶᑡ䚸ᗫᲠ≀ฎ⌮䚸኱Ẽ䞉Ỉ㉁ởᰁ䠅䛾ㄝ᫂䛜
䛷䛝䜛
䠑䠊ᗫᲠ≀ฎ⌮ᢏ⾡䛻䛴䛔䛶ㄝ᫂䛜䛷䛝䜛

ᤵᴗィ⏬

10/9 ⎔ቃ䛾⌧≧䚸⎔ቃᕤᏛ䜢ྲྀ䜚ᕳ䛟♫఍ⓗせㄳ

10/16 ᆅ⌫ ᬮ໬

10/23 ᆅ⌫ ᬮ໬㜵Ṇ䜈䛾ྲྀ䜚⤌䜏
10/30 䜸䝌䞁ᒙ䛾◚ቯ䞉㓟ᛶ㞵
11/6 ᗫᲠ≀ฎ⌮ၥ㢟
11/13 ኱Ẽởᰁ䞉኱Ẽởᰁ㜵Ṇᢏ⾡
11/20 Ỉ㉁ở⃮䞉Ỉฎ⌮ᢏ⾡
୰㛫ヨ㦂 ヨ㦂ゎㄝ䞉⎔ቃởᰁ≀㉁䛾 ᐃἲ
12/4 ⎔ቃ䛻㛵䛩䜛ἲᚊ
12/11

2014ᖺᗘ䜶䝛䝹䜼䞊ⓑ᭩12/18
⮬ື㌴䛾⎔ቃၥ㢟䛸䛭䛾ᑐ⟇ᢏ⾡䠄䠍䠅1/8

䜶䝛䝹䜼䞊ၥ㢟

1/15
ྛ௻ᴗ䛾⎔ቃ䜈䛾ྲྀ⤌䜏䛾ᐇ౛䛾⤂௓1/22
ྛ௻ᴗ䛾⎔ቃ䜈䛾ྲྀ⤌䜏䠄┬䜶䝛ᢏ⾡䛻䛴䛔䛶䠅1/29

⮬ື㌴䛾⎔ቃၥ㢟䛸䛭䛾ᑐ⟇ᢏ⾡䠄䠎䠅

ഛ⪃

ᤵᴗ┠ᶆ䛻㛵䛧䛯ヨ㦂䠄ᚋᮇ୰㛫䚸ᚋᮇᮎヨ㦂䠅䜢⾜䛔䚸ホ౯Ⅼ䛾䠍䠌䠌䠂䠄୰㛫ヨ㦂䠑䠌䠂䚸ᮇᮎヨ㦂䠑䠌䠂䠅䛷
ホ౯䛩䜛

☜ㄆヨ㦂
2/19 ヨ㦂ゎㄝ䞉䜰䞁䜿䞊䝖

⎔ቃᕤᏛධ㛛䚷㘠ᓥῄ㑻䚸᳃Ჷ㝯᫛䚸᫝ᯇᏕ἞䠄ⴭ䠅䚷⏘ᴗᅗ᭩

1.ヨ㦂䜔ㄢ㢟䝺䝫䞊䝖➼䛿䚸JABEE 䚸኱Ꮫホ౯䞉Ꮫ఩ᤵ୚ᶵᵓ䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛾ᩍ⫱ᐇ᪋᳨ᰝ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹

2.ᤵᴗཧほ䛥䜜䜛ᩍဨ䛿ᙜヱᤵᴗ䛜⾜䜟䜜䜛ᑡ䛺䛟䛸䜒1㐌㛫๓䛻ᩍ⛉┠ᢸᙜᩍဨ䜈㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹



ㅮ⩏

ᚲಟ

┠ᶆ ㄝ᫂

1

2

3

䕿 4

5

➨1ᅇ

➨2ᅇ

➨3ᅇ

➨4ᅇ

➨5ᅇ

➨6ᅇ

➨7ᅇ

➨8ᅇ

➨9ᅇ

➨10ᅇ

➨11ᅇ

➨12ᅇ

➨13ᅇ

➨14ᅇ

➨15ᅇ

➨16ᅇ

➨17ᅇ

ホ౯᪉ἲ

䛸ᇶ‽

ᩍ⛉᭩➼

ⱥㄒ䛷グ㏙䛥䜜䛯໬Ꮫᩥ⊩䛾ෆᐜ䜢⌮ゎ䛩䜛⬟ຊ䜢䚸࿴ヂヨ㦂䜢⾜䛔䛭䛾Ⅼᩘ䜢⏝䛔䛶ホ౯䛩䜛䚹

ヨ㦂䠔䠌䠂䠄୰㛫䠐䠌䠂䚸ᮇᮎ䠐䠌䠂䠅䚸ᑠ䝔䝇䝖䚷䠎䠌䠂

ᩍᖌసᡂ䛾䝥䝸䞁䝖䜢⏝ព䛧䚸㓄ᕸ䛩䜛䠄ཧ⪃᭩䠖໬Ꮫ䞉ⱥ࿴⏝ㄒ㞟(➨3 ∧䠈໬Ꮫྠே)䠈໬Ꮫⱥㄒ䛾ά⏝㎡඾

䠄➨2∧䠈໬Ꮫྠே䠅

ഛ⪃

1.ヨ㦂䜔ㄢ㢟䝺䝫䞊䝖➼䛿䚸JABEE 䚸኱Ꮫホ౯䞉Ꮫ఩ᤵ୚ᶵᵓ䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛾ᩍ⫱ᐇ᪋᳨ᰝ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸

䛜䛒䜚䜎䛩䚹

2.ᤵᴗཧほ䛥䜜䜛ᩍဨ䛿ᙜヱᤵᴗ䛜⾜䜟䜜䜛ᑡ䛺䛟䛸䜒1㐌㛫๓䛻ᩍ⛉┠ᢸᙜᩍဨ䜈㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

ᮇᮎヨ㦂 ᚋᮇᮇᮎヨ㦂

ヨ㦂ゎㄝ䚸ᤵᴗ䜰䞁䜿䞊䝖䛺䛹⥲ᣓ䚷2/23

1/19 ᕤᴗⱥㄒ3⣭ヨ㦂䛾⦎⩦ၥ㢟

1/26 Liquid Crystals(Chandrasekhar )䚸Silent Spring(Rachel Carson)

2/2 Transport Phenomena

12/15 Application of natural radioactivity, Almost forever Ceramics

1/5 Strangeness in proportion Liquid Crystal, Of snakes and ladders polymer

1/13 To the organic world Carbon

11/17 Electrolytic refining of copper, Silicones

୰㛫ヨ㦂 ᚋᮇ୰㛫ヨ㦂

12/8 ヨ㦂ゎㄝ䚸Nitrogen fixation

10/20 Sulfuric acid, Argon

10/27 Uses of nitric acid, Aluminum

10/10 Titanium, Iron and steel

10/15 Alkyl fluoride, Cement and concrete

䝥䝻䜾䝷䝮Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ

䠄䝥䝻䜾䝷䝮ᑐ㇟⛉┠䛾䜏䠅

ᐇ㊶ᣦ㔪

䠄ᑓᨷ⛉䛾䜏䠅

䚷䚷ᤵᴗ┠ᶆ

䠄䠍䠅໬Ꮫᕤᴗ䚸໬Ꮫᢏ⾡㛵䛩䜛ⱥᩥ䛾᪥ᮏㄒヂ䛜ⓗ☜䛻䛷䛝䜛

䠄䠎䠅ᕤᴗⱥㄒ᳨ᐃ䠏⣭䝺䝧䝹䛾ⱥㄒຊ䜢㌟䛻䛴䛡䜛

ᤵᴗィ⏬

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 9/29 ᤵᴗᴫせ䞉┠ᶆ䚸䝇䜿䝆䝳䞊䝹䚸ホ౯᪉ἲ䛸ᇶ‽➼䛾ㄝ᫂

10/6 Alcohols, Compounding of rubber

䚷䚷ᤵᴗ䛾ᴫせ

ⱥㄒ䛿䠈ゝ䛖䜎䛷䜒䛺䛟䚸ୡ⏺䛷᭱䜒ከ䛟䛾ᅜ(51 䞄ᅜ)䛷බ⏝ㄒ䛸䛧䛶౑⏝䛥䜜䛶䛔䜛ゝㄒ䛷䛒䜚䠈䜾䝻䞊䝞䝹䝁䝭䝳䝙䜿䞊

䝅䝵䞁䛾ᡭẁ䛸䛧䛶Ḟ䛛䛫䛺䛔䛰䛡䛺䛟䠈⮬↛⛉Ꮫ䜔ᕤᏛศ㔝䛷䛾Ꮫ⾡ㄽᩥ䜔ᶵჾ䛾ྲྀ䜚ᢅ䛔ㄝ᫂᭩䛺䛹䛷ᗈ䛟⏝䛔䜙䜜

䛶䛔䜛䚹⛉Ꮫⱥㄒ䛿䊠䛸䊡䛸䛔䛖ᙧ䛷䠎ᖺ㛫䜢㈝䜔䛧䛶ᑓ㛛ⓗ䛺ⱥᏐᩥ⊩䜢ㄞ䜏᭩䛝䛷䛝䜛⬟ຊ䜢㣴䛖䛣䛸䜢┠ⓗ䛩䜛䚹䠑

ᖺḟ䛷䛿໬Ꮫᕤᴗ䚸໬Ꮫᢏ⾡㞧ㄅ䜢㢟ᮦ䛻䛧䛯ⱥᩥ䜢⩻ヂ䛩䜛カ⦎䜢⾜䛔䚸ᕤᴗⱥㄒ3⣭䝺䝧䝹䛾ⱥㄒຊ䜢㌟䛻䛴䛡䜛䚹

ྛᤵᴗ䛾᭱ᚋ䛻ᑠ䝔䝇䝖䜢⾜䛔䚸ྛ⮬䛾⌮ゎ䝺䝧䝹䜢ᢕᥱ䛩䜛䚹

ᮏᰯᏛ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ

䠄ᮏ⛉䛾䜏䠅

ᢏ⾡⪅䛾♫఍ⓗᙺ๭䛸㈐௵䜢⮬ぬ䛩䜛ែᗘ

⮬↛⛉Ꮫ䛾ᡂᯝ䜢♫఍䛾せㄳ䛻ᛂ䛘䛶ᛂ⏝䛩䜛⬟ຊ

ᕤᏛᢏ⾡䛾ᑓ㛛ⓗ▱㆑䜢๰㐀ⓗ䛻ά⏝䛩䜛⬟ຊ

㇏䛛䛺ᅜ㝿ឤぬ䛸䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ

ᐇ㊶ⓗᢏ⾡⪅䛸䛧䛶ィ⏬ⓗ䛻⮬ᕫ◊㛑䜢⥅⥆䛩䜛ጼໃ

ᖹᡂ26ᖺᗘ䚷἟ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ䝅䝷䝞䝇

䠑ᖺ

⛉┠

⛉Ꮫⱥㄒ䊡 ᚋᮇ

ᢸᙜ

ᒣ⏣♸୍㑻

≀㉁ᕤᏛ⛉ Scientific English䊡 2Ꮫ⩦༢఩䠄ㅮ⩏

30+⮬Ꮫ⮬⩦60䠅
YAMADA Yuichiro
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ᚲಟ

┠ᶆ ㄝ᫂
1

䕿 2
3
4
5

➨1ᅇ

➨2ᅇ

➨3ᅇ

➨4ᅇ
➨5ᅇ
➨6ᅇ
➨7ᅇ
➨8ᅇ
➨9ᅇ
➨10ᅇ
➨11ᅇ
➨12ᅇ
➨13ᅇ
➨14ᅇ
➨15ᅇ
➨16ᅇ
➨17ᅇ
➨18ᅇ

ホ౯᪉ἲ
䛸ᇶ‽

ᩍ⛉᭩➼

⥲ᣓ䚷䚷2/13 ヨ㦂ゎㄝ䚸ᤵᴗ䜰䞁䜿䞊䝖

ᤵᴗ┠ᶆ䛻㛵䛧䛯ヨ㦂䠄ᚋᮇ୰㛫䚸ᚋᮇᮎヨ㦂䠅䜢⾜䛔䚸ホ౯Ⅼ䛾䠍䠌䠌䠂䠄୰㛫ヨ㦂䠑䠌䠂䚸ᮇᮎヨ
㦂䠑䠌䠂䠅䛷ホ౯䛩䜛

໬ᏛᕤᏛ఍⦅䚷䛂ᇶ♏໬ᏛᕤᏛ䛃䚷ಸ㢼㤋䠄䠍䠕䠕䠕䠅

ഛ⪃

1.ヨ㦂䜔ㄢ㢟䝺䝫䞊䝖➼䛿䚸JABEE 䚸኱Ꮫホ౯䞉Ꮫ఩ᤵ୚ᶵᵓ䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛾ᩍ⫱ᐇ᪋᳨ᰝ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹

2.ᤵᴗཧほ䛥䜜䜛ᩍဨ䛿ᙜヱᤵᴗ䛜⾜䜟䜜䜛ᑡ䛺䛟䛸䜒1㐌㛫๓䛻ᩍ⛉┠ᢸᙜᩍဨ䜈㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

ಶᾮศ㞳䠍  1/30 ᬗᯒ
ಶᾮศ㞳䠎   2/4 ᬗᯒ
☜ㄆヨ㦂 ᚋᮇᮇᮎヨ㦂

྾╔䠎     1/16 ᅇᩥ྾╔
྾╔䠏     1/23 ᅛᐃ┦྾╔䚸₇⩦

⭷ศ㞳䠎䚷䚷12/12 㝈እℐ㐣䚸㏫ᾐ㏱
⭷ศ㞳䠏   12/19 䜺䝇ศ㞳⭷
྾╔䠍      1/9 ྾╔ᖹ⾮䛸⌮ㄽ

䜺䝇྾཰䠒䚷11/21 䜺䝇྾཰䛾₇⩦
☜ㄆヨ㦂 ᚋᮇ୰㛫ヨ㦂
⭷ศ㞳1䚷䚷12/5 ヨ㦂ゎㄝ䚸⭷ศ㞳䝥䝻䝉䝇䛾ᴫせ

䜺䝇྾཰䠏䚷10/24 ≀⌮྾཰㏿ᗘ䛸≀㉁⛣ືಀᩘ䚸཯ᛂ྾཰㏿ᗘ
䜺䝇྾཰䠐䚷11/7 䜺䝇྾཰⿦⨨䚸඘ሸሪᡤせ㧗䛥䛾ィ⟬䚸ẁሪ䛾ᡤせ⌮ㄽẁᩘ䛾ィ⟬
䜺䝇྾཰䠑䚷11/14 䜺䝇྾཰䛾₇⩦

䜺䝇྾཰䠎䚷10/17 䠢䡅䠿䡇䛾ᣑᩓ䛾ἲ๎

䝥䝻䜾䝷䝮Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ
䠄䝥䝻䜾䝷䝮ᑐ㇟⛉┠䛾䜏䠅

ᐇ㊶ᣦ㔪
䠄ᑓᨷ⛉䛾䜏䠅

䚷䚷ᤵᴗ┠ᶆ

䠍䠊. ᣑᩓ⌮ㄽ䛾ᇶ♏䜢⌮ゎ䛧䚸ᣑᩓ᪉⛬ᘧ䜢ゎ䛟䛣䛸䛜䛷䛝䜛
䠎䠊䚷䜺䝇྾཰䜢⌮ゎ䛧䚸྾཰⿦⨨䜢タィ䛷䛝䜛䛣䛸
䠏䠊䚷⭷ศ㞳⿦⨨䛾ᴫせ䜢⌮ゎ䛧䚸ศ㞳ຠ⋡䛾ィ⟬䛜䛷䛝䜛
䠐䠊䚷྾╔ᶵᵓ䜢⌮ゎ䛧䚸྾╔⿦⨨䛾タィ䛜䛷䛝䜛
䠑䠊䚷ᬗᯒ䛾ᴫせ䜢⌮ゎ䛧䚸⤖ᬗᡂ㛗䛜ㄝ᫂䛷䛝䜛

ᤵᴗィ⏬

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 10/3 ᤵᴗᴫせ䞉┠ᶆ䚸䝇䜿䝆䝳䞊䝹䚸ホ౯᪉ἲ䛸ᇶ‽➼䛾ㄝ᫂

䜺䝇྾཰䠍䚷10/10 ≀㉁⛣ື䚸䠢䡅䠿䡇䛾ᣑᩓ䛾ἲ๎

䚷䚷ᤵᴗ䛾ᴫせ

໬ᏛᕤᏛ䛿䠈ᐇ㦂ᐊつᶍ䛷㛤Ⓨ䛥䜜䛯໬Ꮫ䝥䝻䝉䝇䜢䠈ᕤሙ⏕⏘つᶍ䛻䝇䜿䞊䝹䜰䝑䝥䛩䜛ᛂ⏝ᢏ⾡䛷䛒䜚䠈䝟䜲䝥䝷䜲䞁
䜢⏝䛔䛯㍺㏦䠈⇕፹య䜢⏝䛔䛯⇕஺᥮ཬ䜃䚸཯ᛂ⿦⨨䛾タィ䛜ⓗ☜䛻⾜䛘䜛䜘䛖䛻༢఩᧯స䛾タィἲ⩦ᚓ䜢┠ᶆ䛸䛩
䜛䚹໬ᏛᕤᏛ䛾༢఩᧯స䛿ὶື䞉ఏ⇕䜢䛿䛨䜑䠈ᣑᩓศ㞳䞉ᶵᲔⓗ䚸໬Ꮫⓗศ㞳䛜䛒䜚䚸ᇶ♏໬ᏛᕤᏛ䚸໬ᏛᕤᏛ䊠䚸䊡
䛷䛭䛾ᗄ䛴䛛䛿䛩䛷䛻Ꮫ䜣䛷䛝䛶䛔䜛䚹໬ᏛᕤᏛ䊢䛷䛿ศ㞳᧯స䛻䛴䛔䛶Ꮫ⩦䛧䚸୺䛸䛧䛶ᣑᩓ⌧㇟䜢ྵ䜑䛯䜺䝇྾཰䚸
ศ㞳⭷䜢⏝䛔䛯⭷ศ㞳䚸ᅛయ䜈䛾྾╔䚸ᾮ┦䛛䜙䛾ᬗᯒ䜢Ꮫ䜆䚹

ᮏᰯᏛ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ
䠄ᮏ⛉䛾䜏䠅

ᢏ⾡⪅䛾♫఍ⓗᙺ๭䛸㈐௵䜢⮬ぬ䛩䜛ែᗘ
⮬↛⛉Ꮫ䛾ᡂᯝ䜢♫఍䛾せㄳ䛻ᛂ䛘䛶ᛂ⏝䛩䜛⬟ຊ
ᕤᏛᢏ⾡䛾ᑓ㛛ⓗ▱㆑䜢๰㐀ⓗ䛻ά⏝䛩䜛⬟ຊ
㇏䛛䛺ᅜ㝿ឤぬ䛸䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ
ᐇ㊶ⓗᢏ⾡⪅䛸䛧䛶ィ⏬ⓗ䛻⮬ᕫ◊㛑䜢⥅⥆䛩䜛ጼໃ

ᖹᡂ26ᖺᗘ䚷἟ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ䝅䝷䝞䝇

䠑ᖺ

⛉┠

໬ᏛᕤᏛ䊢 ᚋᮇ

ᢸᙜ

ᒣ⏣♸୍㑻

≀㉁ᕤᏛ⛉ Chemical Engineering 䊢
1Ꮫ⩦༢఩䠄ㅮ⩏
30+⮬Ꮫ⮬⩦15䠅

YAMADA Yuichiro
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➨1ᅇ

➨2ᅇ

➨3ᅇ

➨4ᅇ
➨5ᅇ
➨6ᅇ
➨7ᅇ
➨8ᅇ
➨9ᅇ
➨10ᅇ
➨11ᅇ
➨12ᅇ
➨13ᅇ
➨14ᅇ
➨15ᅇ
➨16ᅇ
➨17ᅇ

ホ౯᪉ἲ
䛸ᇶ‽

ᩍ⛉᭩➼

ᤵᴗ┠ᶆ䛻㛵䛧䛯ヨ㦂䠄ᚋᮇ୰㛫䚸ᚋᮇᮎヨ㦂䠅䜢⾜䛔䚸ホ౯Ⅼ䛾100䠂䠄୰㛫ヨ㦂50䠂䚸ᮇᮎヨ㦂50䠂䠅䛷ホ
౯䛩䜛

Ᏻ඲Ꮫධ㛛䚷ྜྷ⏣୍㞝䚸㛗ᓮ᫴ஓ䠄ⴭ䠅䚷᪥⛉ᢏ㐃

ഛ⪃

1.ヨ㦂䜔ㄢ㢟䝺䝫䞊䝖➼䛿䚸JABEE 䚸኱Ꮫホ౯䞉Ꮫ఩ᤵ୚ᶵᵓ䚸ᩥ㒊⛉Ꮫ┬䛾ᩍ⫱ᐇ᪋᳨ᰝ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜚䜎䛩䚹

2.ᤵᴗཧほ䛥䜜䜛ᩍဨ䛿ᙜヱᤵᴗ䛜⾜䜟䜜䜛ᑡ䛺䛟䛸䜒1㐌㛫๓䛻ᩍ⛉┠ᢸᙜᩍဨ䜈㐃⤡䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

๓ᮇᮎヨ㦂

⥲ᣓ ヨ㦂ゎㄝ䚸ᤵᴗ䜰䞁䜿䞊䝖

ⅆ⅏⇿Ⓨ ⅆ⅏⇿Ⓨ䛻䜘䜛⿕ᐖண 䛸ண㜵
䝠䝳䞊䝬䞁䝣䜯䜽䝍䞊
7/22

䝠䝳䞊䝬䞁䜶䝷䞊䛸㜵Ṇᑐ⟇
䝥䝷䞁䝖䛾Ᏻ඲タィ
7/29

䝥䝷䞁䝖䛾Ᏻ඲タィ䐟ከ㔜㜵ㆤ䐠䝣䜵䜲䝹䝉䞊䝣

஦ᨾศᯒ ஦ᨾ䛾ᅉᯝ䝰䝕䝹䚸஦ᨾศᯒᡭἲ
᭷ᐖ≀㉁ ᭷ᐖ≀㉁䛾⎔ቃ䞉⏕యືែゎᯒ䛸ᭀ㟢㔞ホ౯
ẘᛶホ౯ ẘᛶ䛸⎔ቃ䝸䝇䜽ホ౯

୰㛫ヨ㦂

☜⋡ㄽⓗᏳ඲ホ౯䠍
6/17

䜲䝧䞁䝖䝒䝸䞊ゎᯒ䠄ETA)
☜⋡ㄽⓗᏳ඲ホ౯2 䝣䜷䞊䝹䝖䝒䝸䞊ゎᯒ䠄FTA)

Ᏻ඲䛾ᇶᮏᴫᛕ Ᏻ඲䛾ᇶᮏᴫᛕ䚸䝸䝇䜽⾲⌧䚸䝝䝄䞊䝗ྠᐃ
䝝䝄䞊䝗䛾ྠᐃ䠍 ኻᩋ䝰䞊䝗ゎᯒ䠄FMEA)䚸䝝䝄䞊䝗᧯సゎᯒ䠄HAZOP)
䝝䝄䞊䝗䛾ྠᐃ2 ኻᩋ䝰䞊䝗ゎᯒ䠄FMEA)䛾₇⩦

஦౛◊✲䠎 䝇䝸䞊䝬䜲䝹ᓥ䚸䝏䜵䝹䝜䝤䜲䝸䚸⚟ᓥཎⓎ஦ᨾ

䝥䝻䜾䝷䝮Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ
䠄䝥䝻䜾䝷䝮ᑐ㇟⛉┠䛾䜏䠅

ᐇ㊶ᣦ㔪
䠄ᑓᨷ⛉䛾䜏䠅

䚷䚷ᤵᴗ┠ᶆ

䠍䠊Ᏻ඲ᕤᏛ䛾ᴫᛕ䜢⌮ゎ䛧䚸Ᏻ඲䛾ᇶᮏⓗ⪃䛘᪉䜢ㄝ᫂䛷䛝䜛
䠎䠊䝝䝄䞊䝗䛾ྠᐃᡭἲ䜢⌮ゎ䛧䚸FMEA䚸HAZAPゎᯒ䛜䛷䛝䜛
䠏䠊☜⋡ㄽⓗᏳ඲ホ౯᪉ἲ䜢Ꮫ䜃䚸FTAゎᯒ䛜䛷䛝䜛
䠐䠊ᶵᲔ䞉䝥䝷䞁䝖タഛ䛾Ᏻ඲ᛶ䛾᳨ウ䛜䛷䛝䜛䛣䛸

ᤵᴗィ⏬

䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 ᤵᴗᴫせ䞉┠ᶆ䚸䝇䜿䝆䝳䞊䝹䚸ホ౯᪉ἲ䛸ᇶ‽䚸➼䛾ㄝ᫂ཬ䜃䚸Ᏻ඲䛾ᇶᮏᴫᛕ
஦౛◊✲䠍 䝖䝶䝍䛾䝸䝁䞊䝹ၥ㢟䚸᪥⯟䝆䝱䞁䝪ᶵ䚸䝇䝨䞊䝇䝅䝱䝖䝹

䚷䚷ᤵᴗ䛾ᴫせ

䚷Ᏻ඲䛸䛔䛖⪃䛘᪉䛿⏘ᴗ⏺䛻䛚䛡䜛䛂䜒䛾䛵䛟䜚䛃䛰䛡䛷䛿䛺䛟䚸ே㛫䚸♫఍䚸⎔ቃ䛸䛔䛖ᗈ䛔㡿ᇦ䛻㛵㐃䛧䛶䛔䜛䚹䛭䛧䛶䚸
Ᏻ඲䛻ᑐ䛩䜛⪃䛘᪉䛜ぢ┤䛥䜜䜛䛝䛳䛛䛡䛸䛺䛳䛯䛾䛿䚸 3.11ᮾ᪥ᮏ኱㟈⅏䛾ὠἼ䛻䜘䜛⚟ᓥ➨1ཎⓎ஦ᨾ䛻䜘䜚ཎᏊຊ
Ⓨ㟁䛾Ᏻ඲⚄ヰ䛜ᔂቯ䛧䛯䛣䛸䛷䛒䜚䚸Ᏻ඲䛻ᑐ䛩䜛ே䚻䛾ᠱᛕ䛿㧗䜎䛳䛶䛔䜛䚹
䚷ᮏㅮ⩏䛷䛿㐣ཤ䛾஦ᨾ஦౛䚸Ᏻ඲䛻㛵䛩䜛㔜せᴫᛕ䚸⏘ᴗ⌧ሙ䜔⛉Ꮫᢏ⾡䝅䝇䝔䝮䛻䛚䛡䜛⛉Ꮫⓗᡭἲ䚸ே㛫䛜㛵୚
䛩䜛䝠䝳䞊䝬䞁䝣䜯䜽䝍䞊䚸䝸䝇䜽䝬䝛䞊䝆䝯䞁䝖䛺䛹䛻䛴䛔䛶Ꮫ⩦䛩䜛䚹

ᮏᰯᏛ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ
䠄ᮏ⛉䛾䜏䠅

ᢏ⾡⪅䛾♫఍ⓗᙺ๭䛸㈐௵䜢⮬ぬ䛩䜛ែᗘ
⮬↛⛉Ꮫ䛾ᡂᯝ䜢♫఍䛾せㄳ䛻ᛂ䛘䛶ᛂ⏝䛩䜛⬟ຊ
ᕤᏛᢏ⾡䛾ᑓ㛛ⓗ▱㆑䜢๰㐀ⓗ䛻ά⏝䛩䜛⬟ຊ
㇏䛛䛺ᅜ㝿ឤぬ䛸䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ
ᐇ㊶ⓗᢏ⾡⪅䛸䛧䛶ィ⏬ⓗ䛻⮬ᕫ◊㛑䜢⥅⥆䛩䜛ጼໃ

ᖹᡂ26ᖺᗘ䚷἟ὠᕤᴗ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯ䝅䝷䝞䝇

䠑ᖺ

⛉┠

Ᏻ඲ᕤᏛ ๓ᮇ

ᢸᙜ

ᒣ⏣♸୍㑻

≀㉁ᕤᏛ⛉ Safety Engineering 1Ꮫ⩦༢఩䠄ㅮ⩏
30+⮬Ꮫ⮬⩦15䠅

YAMADA Yuichiro



実習

選択

目標 説明
1
2
3
4

○ 5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

　授業で習得した知識や技術が，実際の工場あるいは研究機関において，どのように利用・実用化されているか理解す
る．そのため長期休暇中に，2週間程度の実習を学外にて行う．実習終了後に報告書を提出すること．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Off-campus
training IV 2履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

学外実習Ⅳ 通年

担当

ガイダンス 学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準等の説明

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す３項目について修得する．
(1)　社会人としての基本的なマナーを遵守できる, (2)　機密保持および安全保持を厳守できる, (3)　受入先および学内に
おいて，実習の経過を報告し，質問に答えることができること（コミュニケーション能力）

授業計画

過去の受入企業 旭化成株式会社

株式会社ヤクルト本社

森永製菓株式会社
小松製作所
アステラスファーマテック株式会社
DIC株式会社
東レ株式会社
東邦化工建設株式会社
独立行政法人物質・材料研究機構
株式会社ツムラ
花王株式会社
国立大学法人長岡技術科学大学
国立大学法人豊橋技術科学大学
国立大学法人山梨大学

学年末試験

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

履歴書・エントリーシート（10％），事前学習レポート(25%)，実施報告書（25％），発表会（30％），自己
評価（10％）

実習報告会

受入先の指示による



実習

選択

目標 説明
1
2
3
4

○ 5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

　授業で習得した知識や技術が，実際の工場あるいは研究機関において，どのように利用・実用化されているか理解す
る．そのため長期休暇中に，1週間程度の実習を学外にて行う．実習終了後に報告書を提出すること．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Off-campus
training III 1履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

学外実習Ⅲ 通年

担当

ガイダンス 学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準等の説明

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す３項目について修得する．
(1)　社会人としての基本的なマナーを遵守できる, (2)　機密保持および安全保持を厳守できる, (3)　受入先および学内に
おいて，実習の経過を報告し，質問に答えることができる（コミュニケーション能力）

授業計画

過去の受入企業 旭化成株式会社

株式会社ヤクルト本社

森永製菓株式会社
小松製作所
アステラスファーマテック株式会社
DIC株式会社
東レ株式会社
東邦化工建設株式会社
独立行政法人物質・材料研究機構
株式会社ツムラ
花王株式会社
国立大学法人長岡技術科学大学
国立大学法人豊橋技術科学大学
国立大学法人山梨大学

実習報告会

学年末試験

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

履歴書・エントリーシート（10％），事前学習レポート(25%)，実施報告書（25％），発表会（30％），自己
評価（10％）

受入先の指示による
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講義

必修

目標 説明
1
2

○ 3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 各講演で配布されるレジュメ等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

課題レポート 90%，自己評価 10％

学年末試験

吉野 博厚 氏  （石油学会・元JX日鉱日石開発株式会社）
ほか数名の講師を予定
※日程については講師が決まり次第今後別途配布する

山中 伸弥 氏 （京都大学教授）※静岡県文化・観光文化学術局主催
大橋 史弥 氏 （日星電気株式会社）
山中 和嘉 氏 （イハラニッケイ化学工業株式会社）

現時点(2014.3.23)での講師 平尾 一郎 氏 （理化学研究所）

森松 文毅 氏 （日本ハム株式会社 中央研究所）

松原 三千郎 氏 （石油学会・元JX日鉱日石エネルギー株式会社）

ガイダンス 学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準等の説明

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す２項目について修得する．
(1)　講義テーマを理解し，その要点を適切にまとめ，説明できること, (2)　これまでに修得した物質工学科の基礎科目の内
容と本講義で理解した内容を用いて，社会が必要とする技術に対して議論できること

授業計画

　　授業の概要

　本科目では，企業や大学に在籍する（した）各分野で活躍する研究者を講師に招き，物質工学における先端研究や最新
情報，研究開発を仕事とする際の心構えなどを学ぶ．物質工学科を卒業する前に身につけておきたいテーマを取り上げ
る．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Topics in Modern Chemistry

& Biochemistry 1履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

物質工学特別講義 前期

担当



講義

必修

目標 説明
1

○ 2
3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 担当教員が作成したプリント，参考図書　化学工学会編  「基礎化学工学」　培風館(1999)

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験 35%，期末試験 40%，小テストおよび演習課題 25%

学年末試験

反応器の設計(4) 自触媒反応の反応操作
前期末試験
試験解説 試験解説と授業アンケート

反応器の設計(1) 回分反応器と管型反応器の設計
反応器の設計(2) 連続槽型反応器の設計
反応器の設計(3) 直列多段連続槽型反応器の設計

確認試験
試験解説 試験解説
反応速度解析 回分反応器による反応速度解析

反応器周りの物質収支 反応率と物質収支
設計方程式の導入(1) 回分反応器の設計方程式
設計方程式の導入(2) 連続槽型反応器と管型反応器の設計方程式

反応速度論(1) 反応速度式と反応次数：演習（演習の残りを宿題）

反応速度論(2) 定常状態近似法による反応速度式の導入：演習（演習の残りを宿題）

反応速度論(3) 律速段階近似法による反応速度式の導入：演習（演習の残りを宿題）

ガイダンス シラバスの説明：反応工学の進歩を講義し，社会，自然とのかかわりを考える：化学反応と反応装置

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　以下に示す５項目について修得する．
(1)　反応率をもちいて反応速度を標記できる, (2)　定常状態近似法および律速段階近似法をもちいて反応速度式を導入
できる, (3)　実験データより反応速度式を決定できる, (4)　代表的な反応器の設計方程式を理解する, (5)　設計方程式を
用いて反応器の設計ができる

授業計画

　　授業の概要

　化学工学を学ぶ目的は実験室で得た発見・発明を工業化することにある．具体的には，化学反応，分離・精製等のス
テップからなるプロセスを集約し，安全に運転させるための設計をおこなうものである．特に反応工学では，化学反応や生
物化学反応の速度過程を，物質移動，熱移動などの物理現象を考慮して解析し，その結果に基づいて反応装置を安全か
つ合理的に設計するための知識を体系化する．前半では反応速度論を主に学び，それを均一反応を対象とした反応装置
の設計に利用する．後半では代表的な３つの反応器の設計について理解する．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Chemical Reaction

Engineering
1学修単位（講義
30+自学自習15）

TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

反応工学 前期

担当



目標 説明
1
2

○ 3
4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回

第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

　　授業の概要

総合システム工学プログラム前半期における微生物学に関する学習のまとめとして、微生物、動物細胞、植物細胞などの
生物機能を用いた物質生産の現場を解説する。本講義では、研究開発段階（上流段階）からプラントの廃水処理に至るま
で、生物機能を用いた物質生産の広範囲の技術を紹介する。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

蓮実　文彦

物質工学科 Biochemicalengineering １履修単位（講義１５） HASUMI Fumihiko

５年

科目

培養工学 前期

担当

ガイダンス オリエンテーション、培養工学学習の意味

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

１．発酵工業を支えている有用微生物探索技術を理解し、目的の有用微生物探索方法を提案できる。
２．微生物の遺伝子工学的手法以外の育種方法を複数挙げ、その手法の概要を説明できる。
３．代表的な発酵工業における物質生産プロセスを複数例挙げ説明できる。
４．生物工学的手法で生産量の推定ができる。

歴史と総論 わが国の近代化の歴史、そこから見える技術開発に求められること

スクリーニング 有用微生物スクリーニング技術

保存方法 有用微生物保存方法
育種 遺伝子工学以外の微生物、細胞育種①

遺伝子工学以外の微生物、細胞育種②
遺伝子工学以外の植物、動物細胞の育種
中間試験

発酵工業の実際 発酵工業の実際①（ビール）
発酵工業の実際②（アルコール飲料）
伝統的発酵食品（醤油、味噌その他）、環境修復技術
発酵工業と医薬品

生物化学工学 生物化学工学（生物化学量論①）
生物化学工学（生物化学量論②）

前期末試験
環境修復技術 環境修復技術

学年末試験

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

中間試験４０％、期末試験５０％、課題・授業ノート１０％

バイオテクノロジー　久保他（大学教育出版）



卒業研究

必修

目標 説明
○ 1
○ 2
○ 3
○ 4
○ 5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

評価方法
と基準

教科書等
新版実験を安全に行うために（事故・災害防止編）化学同人
新版実験を安全に行うために（基本操作・基本測定）化学同人

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

研究指導における評価 80%，卒業研究発表会 20%

卒業研究発表会 日本語で研究活動の経過を報告し，聴講者からの質問に対応する．卒業研究発表会に関
する提出物は指定された期限内に提出する．

自立的，継続的な
研究の遂行

中間報告会までの結果を踏まえ，指導教員の打合せをしながら自立的，継続的に研究を
遂行する．最終的に，得られた成果や様々な情報を有効に活用し，研究目的に対する実
現可能な解決策を提案
する．

卒業研究論文の執
筆と発表会準備

卒業研究の成果を論文としてまとめる．研究成果とともに当該研究の背景や意義を文章
や図表で記述する．決められた期日までにC5担任に提出する．

卒業研究中間報告会 日本語で研究活動の経過を報告し，聴講者からの質問に対応する．中間報告会に関する提出物は指定された期限内に提出する．

研究の実施と結果
の整理・考察

実験より得られた現象を，これまでに物質工学科で修得した知識，技術を有機的に活用し
て解析する．また，ワープロ，表計算ソフト，データベースソフト，プレゼンソフトを活用して，
研究上の資料を整
理し，管理する．
実験／計算／フィールドワークを通して自然現象を観測し，そこから現象の法則性を抽出
する．

研究計画の立案 指導教員の指導を受けながら，安全かつ目的達成のための効率的な研究計画を立案する．

研究の背景，社会
的意義および目的
の理解

研究課題に関する背景，社会的意義を指導教員の指導を受けながら調査・整理を行う．研
究課題に関する幅広い知識を習得した上で，研究の目的を把握する．

安全教育 配属された各研究室毎に研究を遂行する上での安全教育を行う．

ガイダンス 学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準等の説明

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

E. 産業の現場における実務に通じ、与えられた制約の下で実務を遂行する能力並びに自主的及び
継続的に自己能力の研鑚を進めることができる能力と姿勢

(E-2) 日常の業務や研究に関連した学会等が発行する刊行物を、定期的・継続的に目を通して実務
に応用することができる。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

　以下に示す８項目について修得する．(1)　研究の背景と社会的意義を理解し，研究の目的を説明できる, (2)　研究を遂
行する上での安全について理解し，安全かつ目的達成のための効率的な研究計画を立案できる, (3)　実験より得られた現
象を，これまでに物質工学科で修得した知識，技術を有機的に活用して解析できる, (4)　ワープロ，表計算ソフト，データ
ベースソフト，プレゼンソフトを活用して，研究上の資料を整理し，管理できる, (5) 実験／計算／フィールドワークを通して
自然現象を観測し，そこから現象の法則性を抽出できる, (6) 得られた成果や様々な情報を有効に活用し，研究目的に対
する実現可能な解決策を提案できる, (7) 得られた成果や様々な情報を有効に活用し，研究目的に対する実現可能な解決
策を提案できる, (8) 提出物は指定された期限内に提出できる

授業計画

　　授業の概要

　本科目のテーマは，研究実施に必要な調査，研究立案，実験実施，結果のまとめと考察及び発表の方法について学ぶこ
とである．これまでの学習過程で学んできた知識と実験技術を活かして与えられた課題に取り組むことで物質工学科の教
育課程のまとめたる成果を得る．安全な実験に必要な知識や技術を養う教育も随時行う．

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

竹口　昌之

物質工学科
Graduation
Research 10履修単位 TAKEGUCHI Masayuki

５年

科目

卒業研究 通年

担当

　　授業目標



講義

生物必修（材料選択）

目標 説明
1

○ 2
　 3

4
5

第1回

第2回

第3回

第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

第16回
第17回
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回

評価方法
と基準

教科書等

備考 1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

総合評価の割合の中で、課題レポートを10％とする。筆記試験については二回行い、その平均点の
内容を評価の90％とする。総合点60点以上で合格とする。

新しい遺伝子工学（株式会社昭晃堂）、NCBI http://www.ncbi.nlm.nih.gov/

遺伝子工学の未来 遺伝子組換え作物に関する現状とアンケート

塩基配列の決定 塩基配列決定法について（マキサム・ギルバート法）
塩基配列の決定 塩基配列決定法について（サンガー法と自動化技術）

前期末試験
遺伝子診断技術の実際(多型とは）・発病要因・遺伝情報の取扱い遺伝子工学に伴う生命倫理

　遺伝子の構造解 ＰＣＲの応用と実際（RT-PCR,各種マーカーによる多型検出）
　遺伝子の構造解 ハイブリダイゼーション技術の基礎
　遺伝子の構造解 サザン、ノーザン、ウェスタンブロッティング

遺伝子クローニン 形質転換の方法
　前期中間試験

　遺伝子の構造解 ＰＣＲの基本原理

遺伝子クローニン 組換えDNA実験の基本操作　（制限酵素、リガーゼなど酵素の機能）
遺伝子クローニン 組換えDNA実験の基本操作　（遺伝子クローニングの概要）
遺伝子クローニン 組換えDNA実験の基本操作　（ベクターの種類）

遺伝子クローニン
グ

核酸の抽出方法と定量

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業目標

遺伝子の機能の解析方法と、遺伝子発現と物質生産の利用技術についての基礎的な方法を学び、最新の生命科学につ
いて理論を理解し応用できるようになる。そして遺伝子操作技術に対する社会的問題に正確に対応できうる能力を備える。
遺伝子工学を利用した問題解決能力を養うための知識を身につけ、遺伝子工学の基礎を説明できるようになることを目標
とする。

授業計画

授業ガイダンス プログラムの学習・教育目標、講義の目的・概要・評価方法の説明。遺伝子工学で何がで
遺伝子工学の基礎 遺伝子工学のための基礎知識の復習（核酸の構造と機能およびセントラルドグマ）

　　授業の概要

物質生産において、化学合成のみならず生物の遺伝子を利用した技術が利用されている。よって、核酸としてのDNAある
いはRNAの構造と性質を理解したうえで、工学的に生命現象であるセントラルドグマがどのように利用されているのかを学
ぶ。具体的には、実際に用いられている異種ゲノムの導入用法、遺伝子工学に用いられる特殊機能を持つ酵素、ベク
ター、遺伝子導入方法、ゲノム解読技術、PCRの原理について学ぶ。また、遺伝子工学に関する生命倫理やゲノム倫理に
ついても考えるための知識を学ぶ。

本校学習・教育目標（本科の
み）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

５年

科目

遺伝子工学 前期

担当

古川　一実

物質工学科  Genetic engineering 1履修単位 Kazumi FURUKAWA



講義

必修

目標 説明

1

2

○ 3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

評価方法

と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

細谷克也編「やさしいＱＣ七つ道具」（リニューアル板）（日本規格協会）、自作プリント配布

学期末試験

【評価方法】

１． QC的見方、考え方、QC七つ道具の使い方を理解したかどうかを、各回の演習、中間試験及び

　　学期末試験で評価する。

２． 問題解決にあたって、グループでの討議の進め方を収得したかどうかを演習結果で評価する。

【評価基準】

１． 演習結果１０％　２.中間試験結果２０％　３. 学期末試験結果７０％

総括 答案の返却と解説及びアンケート

ＱＭＳについて 組織のマネジメントシステム、ISO9001等国際標準の説明

改善の進め方 具体的改善事例説明

総復習 品質管理及びQC７つ道具の総復習

問題解決演習1 ＱＣ七つ道具を使った問題解決の演習

パレート図

ヒストグラム１ バラツキ、統計的考え方

管理図 管理図の作り方、見方

問題解決演習2

ヒストグラム２ ヒストグラムの使い方、見方

層別、散布図 層別による重点化、散布図の作り方、相関、回帰分析

演習続き、演習結果の発表

中間試験

グラフの使い方 グラフでの解析事例説明

パレート図の作り方、見方

特性要因図 特性要因図の作り方、問題解決の進め方

ＱＣ七つ道具概

要

品質管理のツールの概要説明

１． QC的な見方、考え方を理解し、組織活動での問題解決に効率的に対応できるようになる。

２． QC七つ道具の作り方、見方をマスターし、適切な道具を選定し、効率よくデータをまとめられるようになる。

３． グループでの討議、データのまとめ方を効率よく進め、結論を導き出せるようになる。

オリエンテーショ プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説明

　　授業目標

授業計画

実践指針

（専攻科のみ）

プログラム学習・教育目標

（プログラム対象科目のみ）

ＱＣとは 品質の理解、ＱＣ的なものの見方、考え方

担当

本校学習・教育目標（本科の

み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

　　授業の概要

職業人としての基礎となる品質管理と改善を科学的に効率よく進めるための必要なスキル、「QC的ものの見

方、考え方」及び「QC七つ道具を中心とした手法の目的と使い方」を系統的に学ぶ。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

島田征人

物質工学科 Quality control 1履修単位 SHIMADA Masato

５年

科目

品質管理 後期



実習

選択

目標 説明

○ 1

2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

適宜プリント資料を配布する。
参考書：化学同人　「新版実験を安全に行うために（事故・災害防止編）」，「新版実験を安全に行うた
めに（基本操作・基本測定）」

評価方法：
1. 科目担当教員は、提出された報告レポートについて、基礎・原理の説明／操作方法・注意点の説
明／予備実験・準備の説明／当日の参加者への説明／後片付け・廃棄の説明、の5項目を審査し、
それぞれ12点満点で採点して、評価の60%に当てる。
2. イベントに参加する際に、学生を直接指導した教員は、準備・イベント当日・後片付けへの参加の
積極性及び実験内容の理解度の4項目について各10点満点で採点し、評価の40%に当てる。
3. イベント時に参加者対象のアンケートを行った場合には、その評価を科目担当教員の評価の10％
に反映し、その場合にはレポートの評価点は50％とする。
評価基準：
科目担当教員によるレポート評価（アンケート評価を含む）60%,　指導教員の評価40%

　　　　　　　 　　乾電池を作ってみよう　　　　　　　　など

報告書の作成

　　　　　　　　 　　中学生のための化学実験講座（本学科主催）　　　　　など

実験テーマ例：野菜で酸性・アルカリ性を調べよう

レポート作成

イベント参加 科学イベントに参加する

参加イベント例：青少年のための科学の祭典（静岡県児童開館主催）

科学イベントに参加する

報告書の作成

イベント準備 科学イベントに出展するテーマの予備実験

イベント準備 出展物と解説の準備

科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント参加 科学イベントに参加する

レポート作成

イベント参加

イベント参加

科学イベントに参加する

イベント参加

1. 文献調査及び実験機器を取り扱う能力を身に付けること。。実験を遂行し、得られた学修成果をレポートにまとめて遅滞
なく報告する能力を身に付けること。
2. 実施した化学実験について、基礎技術・原理を理解し、説明できること。
3. 実施した化学実験について、操作方法・注意点を理解し、説明できること。
4. 実施した化学実験のために行った予備実験・準備について説明できること。
5. 実施した化学実験について、イベント参加者に対する説明として事前に準備した内容を説明できること。
6. 実施した化学実験について、後片付け・廃棄の内容を理解し、説明できること。

前期オリエンテー
ション

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説
明。実験における安全確認の説明。

　　授業目標

授業計画

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

イベント参加 科学イベントに参加する

イベント準備 科学イベントに出展するテーマの予備実験

イベント準備 出展物と解説の準備

イベント参加 科学イベントに参加する

実践指針
（専攻科のみ）

担当

　　授業の概要

化学に関する基礎知識と技術を活かして、他者に対して実験の解説や指導を行うことにより、専門分野を通しての社会との
自発的なコミュニケーション能力を養う。実際には、化学教育または化学産業の振興を目的とした地域事業、および本学科
が主催する同様の事業において、参加者に対して化学技術に関する展示の解説や実験の指導を行う。履修学生は、指定
された教官の指導に従い、イベント発表の予習・準備を行い、実際にイベントに参加して、後片付けまでを行うこととする。こ
の科目を通して、自発的に化学実験についてその理論と実験原理をより深く理解させる。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の
み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

芳野恭士

物質工学科 Exercise of Material Technology 1履修単位 YOSHINO Kyoji

５年

科目

特別物質工学実習 通年



講義

必修

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

参考書：生物化学序説　泉屋他共著　化学同人
           細胞の分子生物学（3訂）　アルバーツ他共著　教育社
　　　　　分子生物学への招待　鈴木範男他著　三共出版

評価方法：
1. 免疫系および内分泌系のメカニズムについての分子レベルでの理解度を、定期試験の成績を
持って評価する。
2. 細胞の微細構造・細胞結合等についての理解度は、定期試験の成績を持って評価する。
評価基準：
後期中間試験50%,　後期末試験50%

免疫系 アレルギー

総復習 学習の総まとめ

感染症 プリオン・病原性細菌

前期末試験

抗体の多様性、部位特的組換え

免疫系 補体

感染症 ウイルス

後期中間試験

免疫系 自然免疫

感染症 ウイルス

学習のまとめ

免疫系 細胞性免疫応答

免疫系 細胞性免疫応答

免疫系 細胞学的基礎と血液系細胞

免疫系 体液性免疫応答

免疫系 抗体の機能と構造

免疫系

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

1. 物質工学分野の専門展開科目として、生物化学分野の基本知識を身に付けること。
2. 免疫系および内分泌系のメカニズムについて、分子レベルで理解することができること。
3. 細胞の微細構造・細胞結合について、分子レベルで理解することができること。

前期オリエンテー
ション

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と基準、等の説明

　　授業目標

授業計画

実践指針
（専攻科のみ）

　　授業の概要

本講義では、細胞の活動について、個々の細胞、細胞と細胞間の相互作用、また組織や個体について分子レベルで詳しく
解説し生物全般について解説する。テーマとしては、免疫系・ウイルスについて、取り上げる。細胞工学は、生物機能や生
物材料等を農業や医療などの分野で応用するために、必要不可欠な基礎知識である。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

科目

細胞工学 後期

担当

本校学習・教育目標（本科の
み）

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

芳野恭士

物質工学科 Cell Engineering 1履修単位 YOSHINO Kyoji

５年



講義

選択

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

物理II（実教出版），参考書として現代物理学の基礎（バイザー著,好学社），プリント

期末試験 70％，レポート 30％で合計100点を満点として評価し，評価点が60点に達した者を合格とす
る。定期試験で合格点に満たない者は，課題あるいは再試験によって満点の60％を上限として加点
することがある。

現代物理学のまと
め

演習

前期末試験

総括

量子力学 散乱問題，トンネル効果

束縛問題，井戸型ポテンシャル

量子力学 束縛問題，水素原子

シュレーディンガー方程式と波動関数，確率解釈量子力学

量子力学

素粒子物理 物質の階層構造

原子核と放射線 種類と性質，半減期

原子核と放射線 核分裂，核融合

相対性理論 質量とエネルギーの等価性

光の粒子性

物質の波動性

前期量子論

前期量子論

相対性理論 ローレンツ変換

相対性理論，量子力学など現代物理学の中心テーマの基礎を理解し，基礎的な物理量を計算できる。原子核と放射線に
関する物理量を計算できる。自然に対する理解を深めるとともに現代物理学の工学的応用例を挙げることができる。

ガイダンス 現代社会と物理学

　　授業目標

授業計画

実践指針
（専攻科のみ）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

相対性理論 慣性系，光速度不変の原理

担当

本校学習・教育目標（本科の
み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

　　授業の概要

20世紀の科学，相対性理論と量子力学の基礎および原子核と放射線に対する理解を養う。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

駒　佳明

物質工学科 Modern Physics 1履修単位 KOMA Yoshiaki

５年

科目

現代物理学 前期



講義

必修

目標 説明

1

2

○ 3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法

と基準

教科書等

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

三宅 祐一

物質工学科 Instrumental Analysis II 1履修単位 MIYAKE Yuichi

５年

科目

機器分析Ⅱ 前期

担当

　　授業の概要

機器分析は、大きく定性分析と定量分析に分類することができる。定性分析である有機化合物の構造決定には、紫外・可

視分光法、核磁気共鳴分光法、赤外分光法、質量分析法の４方法が極めて有効な手段となっている。本科目では各種機

器分析を解説し、最終的にはスペクトルから得られた情報により、有機化合物の構造決定に取り組む。また、環境中の化合

物の定量分析によく使用される機器分析法について学ぶ。

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力本校学習・教育目標（本科の

み） 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

紫外・可視分光法(2)：　紫外・可視スペクトルの記録および解釈

1. 紫外・可視分光法、赤外分光法、核磁気共鳴分光法、質量分析の原理を説明することができる。

2. 1.より得られるスペクトル情報から有機化合物の構造を推定することができる。

3.ガスクロマトグラフ法、高速液体クロマトグラフ法、高周波プラズマ質量分析法の原理を説明することができる。

ガイダンス 講義全体の説明、電磁波スペクトルの基礎

　　授業目標

授業計画

実践指針

（専攻科のみ）

プログラム学習・教育目標

（プログラム対象科目のみ）

紫外・可視分光法 紫外・可視分光法(1)：　紫外・可視領域の吸収

赤外分光法 赤外分光法：　振動励起の種類、測定装置とスペクトルの記録および解釈

核磁気共鳴分光法(1)：　
1
H NMR分光法

核磁気共鳴分光法(2)：　化学シフト、スピン-スピン結合

高速液体クロマトグラフ法（HPLC）

質量分析計

ガスクロマトグラフ法（GC）

ガスクロマトグラフ－質量分析法（GC/MS）

質量分析計(1)：　質量分析測定装置の種類、各種イオン化法

質量分析計(2)：　スペクトルの解釈

核磁気共鳴分光法(3)：　
1
H NMRスペクトルの解釈

核磁気共鳴分光法

環境分析 クロマトグラフィーの基礎

前期中間試験

試験解説・授業アンケート

高周波プラズマ質量分析法（ICP/MS）

前期末試験

L. M. Harwood著、岡田訳「有機化合物のスペクトル解析入門」、化学同人

中間試験40%、前期末試験50%、授業態度10%

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。
備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。



講義

選択

目標 説明

1

○ 2

3

4

5

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

第16回

第17回

第18回

第19回

第20回

第21回

第22回

第23回

第24回

第25回

第26回

第27回

第28回

第29回

第30回

評価方法
と基準

教科書等 大学編入試験問題　数学/徹底演習(第3版)　（森北出版）

演習のプレゼンテーションとその質疑応答を通して自己評価させ，その結果を成績の30%に反映させる．
定期試験50%，演習プレゼンテーション30%，レポート20%

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

演習 演習

前期末試験

試験解説 試験解説，アンケート

行列の固有値と固有ベクトル

線形代数

いろいろな応用

非線形微分方程式

2変数の微分積分

微分方程式 1階微分方程式

2階微分方程式

偏微分

重積分

いろいろな応用

行列式

行列と1次変換

1変数の微積分 微分

積分

オリエンテーション 授業概要，授業目標，授業計画，評価方法と基準等の説明

　　授業目標

授業計画

担当

本校学習・教育目標（本科の
み）

微積分,，線形代数を中心とする基礎数学の確実な定着．

実践指針
（専攻科のみ）

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

　　授業の概要

4年生までに学んだ数学の復習を行う．また，編入試験や就職試験の準備を兼ねて過去問題などの問題演習を行う．

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

鈴木正樹

物質工学科 Applied Mathematics III 1履修単位 SUZUKI Masaki

５年

科目

応用数学Ⅲ 前期


